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ら 1100 nmの波長領域におけるスペクトルの測定が可能である．強磁場ラマン分光装置では，室温から約 1.5 K
の極低温環境における測定が可能であり，ハイブリッドマグネットを用いて最高で 30 Tの定常強磁場下における

















ら，シングルイオン型異方性であるDおよびE項の理論計算を行い，D = -2.22 K，E = 1.77×10-2 Kとなることを
明らかとし，三方晶型の結晶場に動的 Jahn-Teller歪みによる三斜晶型の歪みが生じていることを明らかにした．





















過分光測定では，3 Kおよび100 Kにおいて吸収スペクトル測定を行い，観測された吸収ピークを d-d遷移とし


























このようなP×M = 0の状態における方向二色性の観測例はこれまで報告が無い．今回，初めてP×M = 0の条件下
でトロイダルモーメントが起源となって生じる新しい機構による方向二色性の観測に成功した．この結果から，
外場が無い状態で冷却すると，ランダムに凍結するトロイダルモーメントが，直交する電磁場の下で冷却を行う
ことで整列し，さらに外場を切ってもこの整列が維持されるため，方向二色性が観測されたと結論付けた．また，
無偏光および互いに 45°ずつ偏光方向が異なる偏光状態のそれぞれにおける方向二色性を測定したところ，いず
れの条件においても同符号の方向二色性が測定され，各偏光状態における方向二色性の平均を取ると，無偏光に
おけるものとよく一致する結果が得られた．この結果は，この物質のスピングラス相ではハニカム格子上におい
て，トロイダル成分を生じるスピンの渦巻き状のスピンテクスチャーが生じていることを示唆する．さらに，方
向二色性にいくらかの偏光依存性が見られたことから，磁気四極子成分が重畳することによって僅かに渦巻き状
のテクスチャーが乱れた構造がスピングラス相において実現していると結論付けた．  
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